
自動水栓試算条件 ※試算条件は一般的な学校を想定したモデルです。現場の使用条件が試算条件と異なる場合、節水量は変わります

1回当たりの吐水量 単水栓（TLS11R）:1.1L/回 アクアオート節水タイプ（TLE2＊型、TLE3＊型（TLE33型は除く））:0.4L/回
※当社社内モニター試験による比較

一般的な学校の人員 （生徒）男子:150人 女子:150人 （職員）男性:10人 女性:10人
※出典：（公社）空気調和・衛生工学会「SHASE-S206-2019 給排水衛生設備規準・同解説」レベル1設定による

水栓の使用回数 生徒男子:2.63回/日 生徒女子:2.33回/日 職員男性:3.5回/日 職員女性:3.1回/日
稼働日数 生徒:198日 職員:245日
※出典：巧水スタイル推進チーム「日本国内のパブリック施設における節水効果について」（2014年11月）

上下水道料金 700円/㎥（税込）
※出典：（一社）日本バルブ工業会「節湯水栓のエコ効果算出適用数値」


